
　菊池北小学校の4年生51人が、黒
くろ

谷
たに

光
みつ

臣
おみ

さん ( 太田 ) 所
有の竹林でタケノコ堀りを体験しました。この体験は黒谷さ
ん協力のもと毎年行っており今回で20年目。子どもたちは

「初めてだったけど、上手に掘れた」と笑顔を見せました。

黒谷さんは「この日のために竹林の手入れをしてきた。子どもたち
が楽しみにしているので、できる限り続けたい」と話しました

タケノコいっぱい掘ったよ！
4月17日　菊池北小学校タケノコ堀体験

　菊池市消防団泗水方面隊消防操法大会が泗水グラウンド
で開催され、19チームが日頃の訓練の成果を披露しました。
　優勝：第13分団2部2班 ( 福本一・田吹 )、2位：第14分団2
部1班(永)、3位：第13分団3部1班(富出分・田中)

上位3班に加え第13分団3部2班(富)、第15分団1部2班(三万田)
が菊池市支部消防団操法大会に出場します

市民を火災から守るために
４月29日　泗水方面隊消防操法大会

　「西部の森きくち」第9回植樹祭が開催され、西部電機工
業㈱の社員や家族など約220人が参加。旭志の市有林にヤ
マザクラやヤマモミジなど1,250本を植樹しました。植樹後
は、椎茸の植菌作業や木工教室を体験しました。

企業と地域と行政の森づくり
４月21日　「西部の森きくち」第9回植樹祭

　泗水佐野区の老人会が毎月恒例の清掃作業を行いました。
この活動は40年以上続けており、お宮は地区の憩いの場に
もなっています。老人会代表の古

ふる

市
いち

忠
ただ

昭
あき

さんは、「ふれあい
と運動の良い機会になっている」と話しました。

皆さんでしめ縄を作成している写真を手に笑う古市さん（中央）と老
人会の皆さん

毎月恒例のお墓・お宮清掃
5月1日　泗水佐野区老人会

　中央図書館ではゴールデンウィーク中の4日間、「１日館長
体験」を行いました。辞令交付、館内巡回、館内放送、名刺
配布や司書の作成した展示企画の宣伝などを体験。8月１日
㈬、2日㈭は子ども司書体験講座を予定しています。

館長を担った4人とも、ぜひ明日から働いてほしいほどの素敵な館
長でした

立派に勤められたかな？
5月3日～６日　中央図書館

　菊池川漁業協同組合（江
え

藤
とう

俊
とし

男
お

組合長）が、市内の河川で
稚アユを放流しました。この取り組みは、魚の資源保護およ
び増殖事業として毎年行っているものです。組合員は「豊か
な菊池川となるよう、今後も続けたい」と語りました。　

七城地区にある中間育成施設で稚アユを移す組合員

大きく育て！アユ放流
４月27日　菊池川漁業協同組合

　「鯉の滝のぼり」を祝う会が、菊池さくら保育園で開催さ
れました。菊池教育会（木

き

原
はら

昭
しょう

三
ぞう

会長）が企画し６回目。雨
天のため室内での開催でしたが、園児の元気な声が部屋中
に響き渡りました。

参加者全員で子どもの健やかな成長を願いました

健やかな成長を願って
5月2日　菊池教育会

　第5回グッドライフアワード環境大臣賞自治体部門賞を受
賞した本市の取り組みを実際に体験しようと、審査委員や環
境省関係者が取材に訪れました。南

みなみ

谷
た に

審査員は「菊池は素
晴らしい場所。何度も来たくなる」と語りました。

左上から、総合プロデューサー谷
や

中
なか

氏、藤
ふじ

野
の

審査員、芳
よし

野
の

副市長、環
境省出

で

久
く

根
ね

氏、前列左から、環境省手
て

島
しま

氏、南谷審査員

癒しの里きくちを肌で体験
４月27日　グッドライフアワード実行委員訪問

　そのうち、学校部門のリザーブ・シニア・チャンピオンを菊
池農業高校の乳牛が受賞。部長を務める松

まつ

岡
おか

和
かず

希
き

さん（３年）
は、「卒業生や周りの農家の皆さんから応援いただいた。自
分たちの技術をレベルアップさせたい」と語りました。

受賞した乳牛と大会に参加した農高生徒の皆さん

　Cafe zakka bb、ヤマアイムラ、ハンドメイドママが共同
で主催し、泗水孔子公園で開催。アンティークや雑貨、グル
メなどの店舗がずらりと並び、ステージでは吹奏楽やバンド
演奏が披露され、大勢の来場者で賑わいました。

１_出店テントの後ろには孔子公園のシンボル祀聖亭　2・３_バルー
ンアートやポップコーンの出店に子どもたちも大喜び

雑貨やグルメ100店以上が集結
４月29日　第５回きくちマルシェ

平成22年から森づくり協定を結び取り組んでおり、ことしで９回目。
植樹祭には子どもから大人まで大勢の人が参加しました

　優良なホルスタインの改良を目的に5年に１度開催され、今
年は4月13日から静岡県御殿場市で行われました。月齢で12
の部門に分かれており、熊本県の代表14頭のうち、本市から
は5頭の乳牛が参加しました。

大会前の4月4日に表敬訪問に訪れた出品者。左から坂
さか

本
もと

徹
てつ

さん、
永
なが

田
た

大
ひろ

貴
たか

さん、岩
いわ

根
ね

正
せい

始
し

さん

日本一のホルスタインを目指して
４月２７日　全日本ブラックアンドホワイトショウ
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2
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　県と市は、県税および市税の徴収向上対策のため、市の
税務職員として任用される熊本県の税務職員の取り扱いに
関し協定を締結し、県北広域本部収税課の7名に対し辞令交
付を行いました。

併任職員は、平成31年3月29日㈮までの併任期間中、地方税の滞
納者を対象とした徴収事務を行います

県とタッグで税徴収率アップ
5月9日　県・市税務職員併任協定
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　菊池市地域コミュニティ施設等再建支援事業により、野間
口区に地蔵堂が再建されました。150年以上の歴史がある
建物でしたが、熊本地震により被災。地域住民の要望もあり
新築されました。

新たに建設された野間口区地蔵堂。東
ひがし

和
かず

德
のり

区長は「地区の皆さんに
大切にされてほしい」と話しました

地蔵堂が完成しました
５月20日　野間口区地蔵堂落成式

　堀
ほり

江
え

清
せい

次
じ

郎
ろう

、昭
あき

子
こ

夫妻が、東日本大震災のお見舞いや熊
本地震で支援いただいた自治体、各種団体へのお礼に向か
う出発式が菊池第2さくら幼楽園で行われました。堀江さん
は「皆さんの声援に元気をもらった」と語りました。

菊池養生私塾や各種団体からの支援物資を大型トラックに載せ、静
岡県や富山県、茨城県や岩手県遠野市などに向かいました

縁・結・絆プロジェクト出発式
５月11日　遠野市へ災害復旧支援

　（公社）日本青年会議所九州地区熊本ブロック協議会が主
催。親子で学ぶ教育再生フォーラムや、前福岡ソフトバンク
ホークス監督の秋

あ き

山
や ま

幸
こ う

二
じ

氏らによる、スポーツからの地域
創生を学ぶメインフォーラムが行われました。

（公社）日本青年会議所九州地区熊本ブロック協議会会長の川
かわ

上
かみ

武
たける

さんが主催者挨拶を行いました

希望溢れる熊本の創造に向けて
５月1２日・13日　熊本ブロック大会IN菊池

　菊池市第３セクター連絡協議会の山
やま

下
した

和
かず

貴
たか

会長より、菊
池市内の小学校に236枚118,000円分の図書カードが贈
られました。山下会長は「今後も活動を続け、子どもたちの
健全育成に貢献したい」と述べました。

泗水東小学校森
もり

修
しゅう

一
いち

校長㊨に図書カードを贈呈する山下会長㊧

小学校へ図書カードを寄贈
5月11日　菊池市第３セクター連絡協議会

　戸崎小学校でホタルの鑑賞会が行われ、児童や保護者な
ど約40人が集まりました。４年生が主体となり、タブレット
を使用して児童や保護者にホタルについて説明。幻想的な
ホタルの光に参加者からは歓声が上がりました。

児童の取り組みで、菊池川本流にも少しずつホタルが舞い始めました。
昨年２、３匹だったものが、今年は十数匹を確認しています

ホタル鑑賞会を開催しました
５月2３日　戸崎小学校

　菊池地域農業協働組合と市の災害時における物資供給、
防災活動への協力協定調印式を市役所で行いました。この
協定は、大規模災害が発生した場合に、被災者に対しより速
やかに、円滑に物資を供給することを目的としています。

江頭実市長㊧と三
み

角
すみ

修
おさむ

菊池地域農業組合代表理事組合長㊨

万が一の災害に備えて
５月17日　協定調印式

　5月下旬のホタル鑑賞シーズンのスタートイベントとして、
道の駅旭志ふれあいセンターで開催。地元グルメの出店の
他、旭志小児童の合唱やダンス、豪華抽選会などのステー
ジイベントで会場は大いに盛り上がりました。

恒例のホタルセレナーデ総盆踊りで幻想的なフィナーレ

グルメとステージを満喫
５月12日　201８きくちホタルフェスタin旭志

　（公社）日本ユネスコ協会連盟主催の2017「絵で伝えよう！
わたしの町のたからもの」の優秀賞に、菊池北小学校４年の
森
もり

上
がみ

幸
こう

さん（高野瀬）の作品が選ばれました。作品はカレン
ダーの一部としてユネスコ協会が配布しています。

作品を持つ森上さん。「父が白龍会に入っており、夏祭りで白龍を見
てかっこいいと思い描きました」と笑顔で話しました

白龍はわたしの町のたからもの
5月9日　ユネスコ協会優秀賞

がり、世界で活躍する選手の言葉に真剣な表情で聞き入っ
ていました。滞在中は、菊池神社を参拝したり、菊池都市間
交流の会会員と一緒に西郷隆盛企画展や中央図書館を見
学。市民と交流を深めながら菊池一族の歴史を学びました。

１_中央図書館を見学　2_西郷隆盛の企画展。平昌五輪で応援した
菊池都市間交流の会会員も駆けつけました　3_菊池神社を参拝

　平昌オリンピックの際に菊池市がパブリックビューイング
を開催し声援を送ったことへのお礼として、父親の毅

たけ

彦
ひこ

さん
と本市を訪問しました。菊池南中学校では、全校生徒が体
育館に集まり交流会を開催。生徒たちから次々と質問が上

学年ごとに記念撮影。悠希さんは「笑顔で迎えてくれ、真剣に話を
聞いてくれた。次のオリンピックを目指す力になった」と話しました

平昌オリンピック出場の菊
きく

池
ち

彩
あや

花
か

さん、菊
きく

池
ち

悠
ゆう

希
き

さんが市民と交流
５月10日・11日　菊池一族のふるさとへ里帰り

　元女優の志
し

穂
ほ

美
み

悦
えつ

子
こ

さんと市民約70人が清流公園にひ
まわりを植えました。志穂美さんが取り組む被災地に花と
笑顔を届けるプロジェクトの一環として実施。参加者は「花
が咲く頃にまた見に来たい」と笑顔で話しました。

プロジェクトの一環として菊池第２さくら幼楽園でフラワーアレンジ
メント教室を、隈府小学校ではひまわりの植栽も開催

志
し

穂
ほ

美
み

悦
えつ

子
こ

さんとひまわりを植栽
５月22日・23日　ひまわりプロジェクトin菊池

1

2

3

　くまもと復光祭実行委員会が主催し市総合体育館で開催。
㈳日本プロ野球名球会による野球教室やプロのアスリート
による実演、指導のほか、ステージでは人気バンドのＴＨＥイ
ナズマ戦隊らが登場。フィナーレには花火も行われました。

ボルタリングに熱中。スポーツ体験コーナーでは多くのアトラクショ
ンが並び、子どもたちの笑顔が輝きました

スポーツとエンターテイメントの祭典
５月13日　くまもと復光祭
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